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RSk
BlzFE BUB1B
BUB1B; BUBR1; MAD3L; SSK1; Mitotic checkpoint serine/threonine-protein kinase BUB1
J=11p=4 beta; MAD3/BUB1-related protein kinase; hBUBR1; Mitotic checkpoint kinase MAD3L;
Protein SSK1
iBzFID 701
SwissProt ID 060566
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	応用
	抗原情報
	背景
	有糸分裂チェックポイントの必須構成要素。正常な有糸分裂の進行に必要。有糸分裂チェックポイントは、すべての染色体が紡錘体に適切に付着するまで後期を遅延させる。そのチェックポイント機能の一つは、キナーゼ活性とは独立して、CDC20のAPC/Cへの結合を阻害することにより、後期促進複合体/サイクロソーム（APC/C）の活性を阻害することである。もう一つは、キネトコアモーターCENPEに依存するキネトコアの活性を監視することである。CENPEのキネトコアへの局在に必要。
	研究分野
	細胞生物学
	画像データ
	

	BUBR1 抗体を使用した CHO-K1、Ramos 溶解物中の BubR1 のウエスタン ブロット分析。
	

	BubR1 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

